
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
決
定
は
、
僅

わ
ず
か
１
か
月
半
、
短
期
間
の
自
公
両

党
の
協
議
の
み
で
す
。
国
会
審
議
も
民

意
を
問
う
こ
と
も
な
く
19
名
の
閣
僚
に

よ
る
閣
議
決
定
で
決
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
ま
さ
し
く
改
憲
ク
ー
デ
タ
ー
と
呼
ぶ

に
等
し
い
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

閣
議
決
定
さ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
内
容
は
ま
さ
に
憲
法
破
壊
そ

の
も
の
で
す
。
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と

い
わ
れ
る
事
態
で
は
、
警
察
及
び
海
上

保
安
庁
で
対
処
で
き
る
も
の
を
、
あ
え

て
米
軍
と
の
共
同
軍
事
作
戦
に
し
、
火

種
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
解
釈
を
拡
大
。

「
国
際
貢
献
活
動
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
後
方
地
域
・
非
戦
闘
地
域
」
か

ら
大
き
く
踏
み
出
し
、
「
戦
闘
地
域
」

に
自
衛
隊
の
派
兵
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
「
非
戦
・
非
武
装
」
を
謳
っ
た
憲

法
９
条
は
集
団
的
自
衛
権
を
否
定
し
て

い
な
い
と
解
釈
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ

し
て
従
来
の
自
衛
措
置
に
関
す
る
政
府

見
解
を
変
え
、
新
た
な
「
武
力
行
使
の

三
要
件
」
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
時

の
権
力
者
の
恣
意
的
な
拡
大
解
釈
が
可

能
と
さ
れ
「
歯
止
め
」
も
「
限
定
」
も

無
き
に
等
し
い
も
の
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
は
国
内
外
の
日

本
人
や
施
設
が
武
力
攻
撃
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
特
定
の
国
家
だ
け
で
な
く
、

武
装
勢
力
か
ら
の
「
テ
ロ
」
「
ゲ
リ
ラ
」

攻
撃
に
原
発
列
島
が
日
常
的
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
倍
首
相

は
こ
れ
に
一
切
触
れ
ず
、
勇
ま
し
い
自

衛
隊
の
活
動
の
み
を
吹
聴
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
13
年
11
月
の
「
国
家
安

全
保
障
会
議
設
置
法
」
に
続
き
、
12
月

に
は
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
を
制
定
。

さ
ら
に
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
、

「
新
防
衛
大
綱
」
、
「
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
４
月
に
は

「
武
器
輸
出
三
原
則
」
の
撤
廃
を
閣
議

決
定
。
安
倍
首
相
は
「
国
家
安
全
保
障

会
議
」
と
「
秘
密
保
護
法
」
に
よ
る
情

報
の
国
家
主
義
的
管
理
と
「
閣
議
決
定
」

と
い
う
独
裁
的
手
法
を
乱
発
し
、
今
後

も
違
憲
立
法
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

改
憲
手
続
き
法
（
国
民
投
票
法
）
が

国
会
で
一
部
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
も
短
い
投
票
運
動
の
期
間
や
財
界

や
金
持
ち
に
有
利
な
広
報
活
動
、
最
低

限
投
票
率
の
未
規
定
な
ど
は
改
憲
勢
力

に
有
利
な
法
律
の
ま
ま
で
す
。
憲
法
改

悪
に
直
結
す
る
国
民
投
票
は
廃
止
す
べ

き
で
す
。

武
力
で
平
和
は
護
れ
ま
せ
ん
。
歴
史

か
ら
も
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

現
実
も
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

解
釈
改
憲
も
明
文
改
憲
も
不
要
で
す
。

今
、
必
要
な
の
は
日
本
国
憲
法
を
生
活

の
隅
々
に
生
か
す
こ
と
で
す
。

「
閣
議
決
定
」
の
あ
と
、
あ
く
ま
で

も
こ
れ
に
反
対
す
る
次
の
た
た
か
い
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
に
伴
う
多
く
の
関
連
法
案
の
提
案
が

秋
の
臨
時
国
会
か
ら
来
年
に
か
け
画
策

さ
れ
て
い
ま
す
。
共
謀
罪
な
ど
新
た
な

提
案
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
国
会
内
外
で

の
共
闘
と
大
衆
運
動
、

労
働
運
動
を
広
く
厚

く
し
、
安
倍
政
権
を

打
倒
し
ま
し
ょ
う
。
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生
活
と
平
和
の
敵

安
倍
政
権
を
打
ち
倒
そ
う
！

７
月
１
日
、
安
倍
内
閣
は
憲
法
９
条
を
事
実
上
破
壊
し
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
後
た
だ
ち
に
「
必
要
な
国
内
法

制
を
速
や
か
に
整
備
」
す
る
作
業
を
開
始
し
、
10
月
か
ら
の
臨
時
国
会
を
皮
切

り
に
各
種
法
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。
「
戦
争
が
で
き
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に

関
連
法
案
を
つ
ぶ
し
、
安
倍
政
権
を
打
ち
倒
し
ま
し
ょ
う
。

2014年７月

安倍内閣の改憲クーデター

独
裁
的
政
治
手
法
で

歯
止
め
も
限
定
も
な
い

違
憲
立
法
連
発
の
内
閣

戦
争
準
備
の
法
律
乱
造

明
文
改
憲
も

解
釈
改
憲
も
い
ら
な
い

秋
か
ら
関
連
法
案
提
案

た
た
か
い
は
長
く
続
く

集団的自衛権

行使決定は



新
成
長
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
日

本
再
興
」
。
東
京
五
輪
開
催
２
年
後
の

２
０
２
２
年
ま
で
を
「
日
本
再
生
の
10

年
」
と
位
置
付
け
、
そ
れ
ま
で
に
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
公
約
し
た
デ
フ
レ
脱
却
・

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
実
質
２
％
達
成
は
も
と
よ
り
、

労
働
・
教
育
・
税
制
・
社
会
保
障
・
農

業
な
ど
旧
い
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
抜
本

転
換
す
る
日
本
改
造
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

経
済
が
成
長
す
れ
ば
生
活
が
良
く
な

る
、
そ
れ
に
は
企
業
の
収
益
を
上
げ
る

こ
と
が
必
要
だ
、
政
労
使
は
協
調
し
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
協
力
し
よ
う
―
。
こ

れ
が
新
成
長
戦
略
の
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。

世
界
大
競
争
の
中
、
新
成
長
戦
略
は

大
企
業
の
生
き
残
り
を
絶
え
ざ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
新
し
い
価
値
の
創
造
）

と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業

統
治
＝
稼
ぐ
力
）
の
改
革
に
託
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
で
経
済
も

成
熟
し
た
日
本
に
、
こ
れ
以
上
の
成
長

を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
す
。

新
成
長
戦
略
は
「
世
界
で
一
番
企
業

が
活
動
し
や
す
い
環
境
」
の
整
備
を
約

束
し
ま
し
た
。
法
人
実
効
税
率
を
現
在

の
35
・
64
％
を
20
％
台
に
減
税
し
、
労

働
力
不
足
に
は
女
性
・
高
齢
者
・
外
国

人
の
活
用
で
対
応
す
る
こ
と
を
目
玉
策

に
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
女
性
は
労
働
・
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
を
半
ば
強
制
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
政
府

は
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
学
童
保
育
の
定
数

増
と
並
び
配
偶
者
控
除
や
年
金
の
第
３

号
被
保
険
者
制
度
の
見
直
し
と
い
う
改

悪
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
も
年
金
受
給
額
の
切
り
下
げ

や
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ
を
強
い
ら
れ
、

外
国
人
労
働
者
は
今
で
さ
え
奴
隷
状
態

で
働
か
さ
れ
て
い
る
技
能
実
習
制
度
の

在
留
期
間
が
延
長
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
年
々
減
少
す
る
正
社
員
に
は
残

業
代
ゼ
ロ
、
労
働
時
間
に
よ
ら
な
い
賃

金
制
度
な
ど
の
受
難
を
通
告
し
ま
し
た
。

農
業
も
医
療
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
企

業
奉
仕
に
供
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
日
本
の
源
で
あ
る
地
域
も
「
ロ
ー

カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
浸
透
に
よ

り
、
貧
困
と
格
差
の
荒
野
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

戦
争
政
策
を
支
え
る

新
成
長
戦
略
に
は
と
て

も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
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何も期待できない新成長戦略

戦
争
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

安
倍
政
権
は
「
戦
争
の
で
き
る

国
」
づ
く
り
と
並
行
し
て
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
推
進
一
色
の
新
成
長
戦

略
（
骨
太
方
針
や
日
本
再
興
戦
略

改
訂
版
な
ど
）
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
働
か
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
大
多
数
の
国
民
を

大
企
業
奉
仕
に
総
動
員
す
る
策
で

す
。
株
価
吊
り
上
げ
に
腐
心
す
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
幻
想
を
追
い
払

い
ま
し
ょ
う
。

東
京
五
輪
ま
で
に
日
本
改
造

す
べ
て
は
企
業
の
稼
ぐ
力

女
性
も
高
齢
者
も
働
け
！

地
域
に
も
貧
困
と
格
差
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